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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１またはそれ以上のバインダーと、１またはそれ以上の無機固体と、１またはそれ以上
の有機固体とを含む多機能ペレット助剤であって、
　（ａ）前記バインダーの量は２０重量％～８０重量％であり、前記バインダーの少なく
とも１つは－２０℃～＋９５℃の範囲のＴｇを有するポリマーであり、
　（ｂ）前記無機固体の量は最大で４０重量％までであり、前記無機固体はゼオライトで
あり、
　（ｃ）前記有機固体の量は１０～８０重量％であり、前記有機固体は、サッカライド、
デキストロース、グルコース、シュクロース、マルトース、フルクトース、シクロデキス
トリン、シクロデキストリン誘導体、ポリサッカライド、デンプン、デンプン誘導体、セ
ルロース、セルロース誘導体、カルボキシメチルセルロースナトリウム、セルロースエー
テル、メチルセルロース、エチルヒドロキシエチルセルロース、架橋セルロース誘導体お
よびその組合せからなる群から選択されるものであり、
　前記ペレット助剤の粒子サイズが１００μｍ～３０００μｍの範囲であり、０．２５重
量％から１０重量％のペレット助剤が複数の成分に添加され、圧縮されて、固体として十
分な機械的強度を有し、水性系と接触すると速やかに崩壊するペレットを形成し、
　前記ポリマーが（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリレートエステル、ビニルスルホネ
ート、アクリルアミドプロパンスルホネート；ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリル
アミド、アルキルビニルエーテル、塩化ビニル、塩化ビニリデン、Ｎ－ビニルピロリドン
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、アリル含有モノマー；芳香族ビニル化合物、置換芳香族ビニル化合物、ブタジエン；ア
クリロニトリル；アセトアセトキシ官能基を含有するモノマー；飽和カルボン酸のビニル
エステル、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリ
レート、架橋およびグラフトモノマー、並びにその組合せからなる群から選択される１以
上のモノマーから重合される多機能ペレット助剤。
【請求項２】
　前記ポリマーが溶液ポリマー、懸濁ポリマーまたはエマルジョンポリマーであり；バイ
ンダーが、サッカライド、デキストロース、グルコース、シュクロース、マルトース、フ
ルクトース、シクロデキストリン類、ポリサッカライド、デンプン、デンプン誘導体、セ
ルロース、セルロース誘導体、カルボキシメチルセルロース、セルロースエーテル、メチ
ルセルロース、エチルヒドロキシエチルセルロース、天然に存在するゴム、トラガカント
ゴム、アラビアゴムおよびその組合せからなる群から選択される一以上のバインダーを追
加的に任意に含む、請求項１記載の多機能ペレット助剤。
【請求項３】
　バインダーおよび有機固体が同時造粒される請求項１記載の多機能ペレット助剤。
【請求項４】
　（ａ）バインダー、（ｂ）ゼオライトおよび（ｃ）有機固体が同時造粒される請求項１
記載の多機能ペレット助剤。
【請求項５】
　バインダーが、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸エステル、Ｃ１－Ｃ３０アル
キル置換アクリルアミド、ビニルスルホネート、アクリルアミドプロパンスルホネート；
ジメチルアミノプロピルアクリルアミド、アルキルビニルエーテル、塩化ビニル、塩化ビ
ニリデン、Ｎ－ビニルピロリドン、アリル含有モノマー、芳香族ビニル化合物、置換芳香
族ビニル化合物、ブタジエン、アクリロニトリル、アセトアセトキシ官能基を含有するエ
チレン性不飽和モノマー、飽和カルボン酸のビニルエステルおよびその組合せからなる群
から選択される１またはそれ以上のモノマーから重合される請求項１記載の多機能ペレッ
ト助剤。
【請求項６】
　１またはそれ以上の活性成分および１またはそれ以上の請求項１記載のペレット助剤を
含むペレット組成物。
【請求項７】
　活性成分が、医薬、農薬、水処理剤、硬水軟化剤、織物柔軟剤、洗濯用洗剤、硬質表面
クリーナー、表面ポリッシング剤、ポリッシュストリッピング物質、殺生物剤、ストーン
ウォッシング剤または排水管クリーナーとしての活性を有する物質である請求項６記載の
ペレット組成物。
【請求項８】
　（ａ）１またはそれ以上のゼオライト（該ゼオライトの量は最大で４０重量％までであ
る）、および１またはそれ以上の有機固体（該有機固体の量は１０重量％～４０重量％で
ある）をあらかじめ混合する段階；（ｂ）２０重量％～８０重量％の－２０℃～＋９５℃
の範囲のＴｇを有する１またはそれ以上のエマルジョンポリマーを、あらかじめ混合され
た固体上にスプレーして、１００μｍ～３０００μｍの範囲の粒子サイズを達成する段階
を含み、
　前記有機固体がサッカライド、デキストロース、グルコース、シュクロース、マルトー
ス、フルクトース、シクロデキストリン、シクロデキストリン誘導体、ポリサッカライド
、デンプン、デンプン誘導体、セルロース、セルロース誘導体、カルボキシメチルセルロ
ースナトリウム、セルロースエーテル、メチルセルロース、エチルヒドロキシエチルセル
ロース、架橋セルロース誘導体およびその組合せからなる群から選択され、
　前記ポリマーが（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリレートエステル、ビニルスルホネ
ート、アクリルアミドプロパンスルホネート；ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリル
アミド、アルキルビニルエーテル、塩化ビニル、塩化ビニリデン、Ｎ－ビニルピロリドン
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、アリル含有モノマー；芳香族ビニル化合物、置換芳香族ビニル化合物、ブタジエン；ア
クリロニトリル；アセトアセトキシ官能基を含有するモノマー；飽和カルボン酸のビニル
エステル、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリ
レート、架橋およびグラフトモノマー、並びにその組合せからなる群から選択される１以
上のモノマーから重合される、請求項１記載の多機能ペレット助剤の調製法。
【請求項９】
　（ａ）１またはそれ以上のゼオライト（該ゼオライトの量は最大で４０重量％までであ
る）、および－２０℃～＋９５℃の範囲のＴｇを有する１またはそれ以上のエマルジョン
ポリマー（該エマルジョンポリマーの量は２０重量％～８０重量％である）を含むスラリ
ーを調製する段階；（ｂ）該スラリーを１０重量％～４０重量％の１またはそれ以上の有
機固体上にスプレーして、１００μｍ～３０００μｍの範囲の粒子サイズを達成する工程
を含み、
　前記有機固体がサッカライド、デキストロース、グルコース、シュクロース、マルトー
ス、フルクトース、シクロデキストリン、シクロデキストリン誘導体、ポリサッカライド
、デンプン、デンプン誘導体、セルロース、セルロース誘導体、カルボキシメチルセルロ
ースナトリウム、セルロースエーテル、メチルセルロース、エチルヒドロキシエチルセル
ロース、架橋セルロース誘導体およびその組合せからなる群から選択され、
　前記ポリマーが（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリレートエステル、ビニルスルホネ
ート、アクリルアミドプロパンスルホネート；ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリル
アミド、アルキルビニルエーテル、塩化ビニル、塩化ビニリデン、Ｎ－ビニルピロリドン
、アリル含有モノマー；芳香族ビニル化合物、置換芳香族ビニル化合物、ブタジエン；ア
クリロニトリル；アセトアセトキシ官能基を含有するモノマー；飽和カルボン酸のビニル
エステル、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリ
レート、架橋およびグラフトモノマー、並びにその組合せからなる群から選択される１以
上のモノマーから重合される、請求項１記載の多機能ペレット助剤の調製法。
【請求項１０】
　請求項８または９記載のいずれか１項記載の方法により製造される多機能ペレット助剤
。
【請求項１１】
　さらに高い結合効率を示すペレット助剤粒子の粒子サイズが２００μｍ～８００μｍの
範囲である請求項１０記載の多機能ペレット助剤。
【請求項１２】
　さらに高い結合効率を示すペレット助剤粒子の粒子サイズが２００μｍ～６００μｍの
範囲である請求項１１記載の多機能ペレット助剤。
【請求項１３】
　（ａ）９０重量％～９９．７５重量％の複数の成分と０．２５重量％～１０重量％の請
求項１記載の多機能ペレット助剤を混合する工程；（ｂ）成分およびペレット助剤の混合
物を圧縮してペレットを形成する工程を含む、破損せずに保管および取扱に耐えることが
でき、水性系と接触すると直ちに崩壊する、高い機械的強度を有する固体ペレットの調製
法。
【請求項１４】
　（ａ）９０重量％～９９．７５重量％の複数の成分と０．２５重量％～１０重量％の請
求項１記載の多機能ペレット助剤を混合する工程と；（ｂ）成分およびペレット助剤の混
合物を圧縮してペレットを形成する工程を含む、破損せずに保管および取扱に耐えること
ができ、水性系と接触すると直ちに崩壊する、高い機械的強度を有する固体ペレットの調
製に、請求項１記載の多機能ペレット助剤を使用する方法。
【請求項１５】
　（ａ）９０重量％～９９．７５重量％の複数の成分と０．２５重量％～１０重量％の請
求項１記載の多機能ペレット助剤を含む固体ペレット。
【請求項１６】
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　前記有機固体が、デキストロース、デキストリン、デンプンおよびその組合せからなる
群から選択される請求項１に記載されるペレット助剤。
【請求項１７】
　前記ペレット助剤が、クレー、アルカリ金属珪酸塩、アルカリ土類金属珪酸塩、シリカ
、アルカリ金属炭酸塩、アルカリ土類金属炭酸塩、アルカリ金属クエン酸塩、アルカリ土
類金属クエン酸塩、アルカリ金属酢酸塩、アルカリ土類金属酢酸塩およびその組合せから
なる群から選択される１以上の無機固体を追加的に含む、請求項１記載のペレット助剤。
【請求項１８】
　前記有機固体が、デキストロース、デキストリン、デンプン、およびその組合せからな
る群から選択される、請求項８記載の方法。
【請求項１９】
　前記有機固体が、デキストロース、デキストリン、デンプン、およびその組合せからな
る群から選択される、請求項９記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
本発明は、米国特許仮出願番号６０／１５６０８０（１９９９年９月２４日提出）に優先
権主張する、米国特許出願番号０９／６６７６４６（２０００年９月２２日提出）の一部
継続出願である。
【０００２】
本発明は、水性メディア中で迅速に崩壊し、製造、保存、輸送および取扱中の破損に耐え
ることができる十分な機械的強度を有するペレットに関する。より詳細には、本発明はペ
レットを製造するための多機能助剤に関する。
【０００３】
「ペレット」なる用語は、錠剤、ブリック、ブリケット、バー、細粒、顆粒、同時造粒物
、ボール、またはブロックを包含するがこれに限定されない任意の固体配合物を意味する
。ペレットは、医薬、食品科学、農業、消費材の分野で一般的であり、最近は洗剤用途に
おいても用いられている。ペレットは粒子組成物よりも有利である。ペレットは圧縮され
、ペレットを構成する成分は輸送および保存中に分離しないので、無粉塵性であり、計量
を必要とせず、場所をとらない。ペレットはまた非相溶性成分をペレット本体の異なる層
内で分離させる。ペレットは一般に、１またはそれ以上の活性成分およびさまざまな添加
剤または成分を含む固体組成物を圧縮することにより製造される。
【０００４】
ペレットに関連する継続中の問題は、圧縮された場合に適切な機械的強度を有し、それで
もなお水性系に添加された場合に速やかに崩壊し、溶解するペレットを提供するのが困難
なことである。一方法は、ペレットの調製において添加剤を用いることであった。しかし
ながら、粒子組成物に比べて、現在用いられているペレットの溶解または崩壊の相対速度
のために、問題は特に困難であることが示されている。使用時のペレットの崩壊速度と使
用前のペレットの取扱強度間で妥協する必要があることが多い。製造プロセスにおいて、
ペレットが十分形成され、輸送および保存中に崩壊しないことを確実にするのに十分高い
ペレット圧縮圧と、一方適当な溶解度／崩壊特性を達成できる低いペレット圧縮圧との間
のバランスをとる必要がある。ペレットを構成する成分に添加することができる単一の物
質またはペレット助剤は、特に、ペレット助剤がさまざまな有用な機能を有する、言い換
えれば多機能ペレット助剤である場合に、非常に有用である。本発明における多機能なる
用語は、例えば、１つの固体物質において、バインダー、崩壊剤、およびウィッキング剤
（ｗｉｃｋｉｎｇ　ａｇｅｎｔ）として機能する、粒状ポリマーペレット化助剤を意味す
る。
【０００５】
米国特許第５９１６８６６号は、水溶性有機ポリマーバインダーのコーティングを、洗浄
活性剤および洗剤ビルダーを含む洗剤組成物の粒子の外側にスプレーすることを含む圧密
洗剤錠剤の製造法を開示する。欧州特許公開番号ＥＰ０８９６０５２　Ａ１は、非ゲル化
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バインダーおよびコーティングを含む、取扱強度が向上し、迅速に溶解する洗剤錠剤を開
示する。非ゲル化バインダーの例は、従来技術から引用されるが、適当なコーティング物
質は、例えば、シュウ酸、マロン酸、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸、ピメリン酸、
スベリン酸、アゼライン酸、セバシン酸、ウンデカンジオン酸、ドデカンジオン酸、トリ
デカンジオン酸およびその混合物から選択されるジカルボン酸である。米国特許第５８８
３０６１号は、重合形態において（メタ）アクリル酸、無水マレイン酸、アルキル（メタ
）アクリレート、アルキルヒドロキシ（メタ）アクリレートまたはスチレンモノマーを含
むポリマー錠剤バインダーを開示する。ポリマーバインダーのＴｇは、＋４０から＋１２
０℃の範囲であり、分子量は１００００から１２００００である。米国特許第５３６０５
６７号は、錠剤が水中に浸漬された際に錠剤の構造を破壊することにより崩壊剤としても
作用することができるポリマーバインダー、すなわち、ポリエチレングリコールでコート
された洗剤錠剤を開示する。しかしながら、米国特許第５３６０５６７号はバインダー／
崩壊剤で洗剤マトリックス粒子をコートするかまたは包む方が、単純にこれらと混合する
よりもはるかに有利であることを開示している。明らかに、２種以上の機能を有し、錠剤
強度および水性メディア中の崩壊速度が向上したペレットを提供する代替ペレット助剤が
依然として求められている。水性メディア中で迅速に崩壊し、保存、輸送および取扱中の
破損に耐える十分な強度を有する圧縮ペレットの製造を助けることができる単一の多機能
物質は実質的に有用である。
【０００６】
本発明者らは、１つの固体物質において、粒状ポリマーペレット化助剤が意外にも、バイ
ンダー、崩壊剤およびウィッキング剤として作用することを見いだした。本発明は、直接
打錠法によるペレットの加工において用いられる粒状組成物の形態における新規ペレット
助剤を提供する。かかる固体組成物で加工されたペレットは破損することなく取り扱うこ
とができ、保存することができる十分な機械的強度を有し、それでもなお水と接触すると
速やかに溶解する。ペレット助剤はペレット圧縮前のペレット化プロセスの任意の段階で
組み入れることができ、任意にペレット助剤は他の機能的添加剤と共に同時造粒すること
もできる。
【０００７】
本発明の第一の態様において、１またはそれ以上の成分を結合させ、その後ペレットに圧
縮されるペレット助剤としての粒状組成物が提供され、該ペレットは十分な機械的強度を
有し、水性系と接触すると速やかに崩壊し、該組成物は（ａ）２０重量％～８０重量％の
１またはそれ以上のバインダー（少なくとも１つのバインダーは－２０℃～＋９５℃の範
囲のＴｇを有する溶液、懸濁またはエマルジョンポリマーである）；（ｂ）０～４０重量
％の１またはそれ以上の無機固体；および（ｃ）１０重量％～８０重量％の１またはそれ
以上の有機固体を含み、該粒状組成物はペレットの全重量に基づいて０．２５重量％～５
重量％の量において存在し、粒子は１００μｍ～３０００μｍの範囲の粒子サイズを有す
る。
【０００８】
本発明の第二の態様において、（ａ）０～４０重量％の１またはそれ以上の無機固体と１
０重量％～８０重量％の１またはそれ以上の有機固体をあらかじめ混合する段階；（ｂ）
２０重量％～８０重量％の１またはそれ以上の－２０℃～＋９５℃の範囲のＴｇを有する
溶液、懸濁またはエマルジョンポリマーを予備混合した固体上にスプレーして１００μｍ
～３０００μｍの範囲の粒子サイズを達成する段階を含む多機能ペレット助剤の調製法が
提供される。
【０００９】
本発明の第三の態様において、（ａ）０～４０重量％の１またはそれ以上の無機固体と２
０重量％～８０重量％の１またはそれ以上の－２０℃～＋９５℃の範囲のＴｇを有する溶
液、懸濁またはエマルジョンポリマーのスラリーを調製する段階；および（ｂ）１０重量
％～８０重量％の１またはそれ以上の有機固体上にスラリーをスプレーして、１００μｍ
～３０００μｍの範囲の粒子サイズを達成する段階を含む多機能ペレット助剤の調製法が
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提供される。
【００１０】
本発明の第四の態様において、（ａ）９０重量％～９９．７５重量％の複数の成分と０．
２５重量～１０重量％の粒状多機能ペレット助剤組成物を混合する段階（ここに、ペレッ
ト助剤は（ｉ）２０重量％～８０重量％の１またはそれ以上のバインダー（少なくとも１
つのバインダーは－２０℃～＋９５℃の範囲のＴｇを有する溶液、懸濁またはエマルジョ
ンポリマーである）；（ｉｉ）０～４０重量％の１またはそれ以上の無機固体；および（
ｉｉｉ）１０重量％～４０重量％の１またはそれ以上の有機固体を含み、ペレット助剤の
粒子サイズは１００μｍ～３０００μｍの範囲である）；（ｂ）成分およびペレット助剤
の混合物を圧縮してペレットを形成する段階を含む、破損することなく保存および取扱に
耐えることができ、水性系と接触すると速やかに崩壊する高い機械的強度を有する固体ペ
レットの調製法が提供される。
【００１１】
本発明にしたがって有用に用いられる固体ペレット助剤組成物は、１またはそれ以上のポ
リマーバインダー、１またはそれ以上の無機固体および１またはそれ以上の有機固体を包
含する。ペレット助剤を構成する適当なバインダーは、例えばアクリルベース溶液、懸濁
またはエマルジョンポリマー；サッカライド、例えばデキストロース、グルコース、シュ
ークロース、マルトース、フルクトース、シクロデキストリンおよびシクロデキストリン
誘導体；ポリサッカライド、例えば、デンプン、デンプン誘導体、セルロース、セルロー
ス誘導体、例えば、カルボキシメチルセルロースナトリウム、セルロースエーテル、メチ
ルセルロース、エチルヒドロキシエチルセルロース、架橋したセルロース誘導体；天然に
存在するゴム、例えばトラガカントガムおよびアラビアゴムを包含する。ペレット助剤を
構成する適当な無機固体としては、例えば、ゼオライト；クレー；アルカリまたはアルカ
リ土類金属珪酸塩、例えばアルミノシリケート；シリカ；アルカリおよびアルカリ土類金
属炭酸塩、例えば炭酸ナトリウムおよび炭酸マグネシウム；アルカリおよびアルカリ土類
金属クエン酸塩、例えばクエン酸ナトリウムおよびクエン酸カルシウム；アルカリおよび
アルカリ土類金属酢酸塩、例えば酢酸ナトリウムが挙げられる。ペレット助剤を構成する
適当な有機固体としては、たとえばポリ（メタ）アクリル酸のようなポリマー分散材；デ
キストロース、グルコース、シュークロース、マルトース、フルクトース、シクロデキス
トリンおよびシクロデキストリン誘導体のようなサッカライド；ポリサッカライド、例え
ばデンプン、デンプン誘導体、セルロース、セルロース誘導体、例えば、カルボキシメチ
ルセルロースナトリウム、セルロースエーテル、メチルセルロース、エチルヒドロキシエ
チルセルロース、架橋セルロース誘導体が挙げられる。
【００１２】
本発明にしたがって有用に用いられるポリマーは、水中に可溶性であるか、不溶性であ；
水不溶性のものは水中に容易に分散するのが好ましい。本発明において用いる場合、モノ
マーに用いられる「水溶性」なる用語は、モノマーが１００グラムの水に対して少なくと
も１グラム、好ましくは１００グラムの水に対して少なくとも１０グラム、より好ましく
は１００グラムの水に対して少なくとも５０グラムの溶解度を有することを示す。モノマ
ーに対して用いられる「水不溶性」なる用語は、米国特許第５５２１２６６号に記載され
ているような、乳化重合条件下で溶解度が低いかまたは非常に低いモノエチレン性不飽和
モノマーを意味する。水性系は、水を含有する任意の溶液を意味する。
【００１３】
本発明にしたがって有用に用いられる好適な溶液、懸濁またはエマルジョンポリマーは、
１またはそれ以上の以下のモノマーから調製される：（メタ）アクリル酸、（メタ）アク
リレートエステル、例えばメチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、
ブチル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ブチル（メタ）アクリレートまたはｔ－ブチル（
メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリ
レート、ｉｓｏ－ボルニル（メタ）アクリレート、ならびに式ＣＨ２＝ＣＲ１－ＣＯ－Ｏ
（ＣＨ２ＣＨＲ３Ｏ）ｍ（ＣＨ２ＣＨ２ＣＨＲ３Ｏ）ｎＲ２（式中、Ｒ１＝Ｈまたはメチ
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ル；Ｒ２＝ＨまたはＣ１－Ｃ３０アルキル；Ｒ３＝ＨまたはＣ１－Ｃ１２アルキル、ｍ＝
０－４０、ｎ＝０－４０、ｍ＋ｎ≧１）であるエステル、例えばヒドロキシエチル（メタ
）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートをはじめとするアルキレング
リコール、ポリアルキレングリコールおよび（Ｃ１－Ｃ３０）アルキル置換ポリアルキレ
ングリコールの（メタ）アクリレートエステル；Ｃ１－Ｃ３０アルキル置換アクリルアミ
ド；ビニルスルホネート、アクリルアミドプロパンスルホネート；ジメチルアミノプロピ
ル（メタ）アクリルアミド、アルキルビニルエーテル、塩化ビニル、塩化ビニリデン、Ｎ
－ビニルピロリドン、アリル含有モノマー；芳香族ビニル化合物、例えば、スチレン、置
換スチレン；ブタジエン；アクリロニトリル；アセトアセトキシ官能基を含有するモノマ
ー、例えば、アセトアセトキシエチルメタクリレート；飽和カルボン酸、例えば、酢酸、
プロピオン酸、ネオデカン酸のビニルエステル；（メタ）アクリル酸、イタコン酸、マレ
イン酸、フマル酸、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチルメタクリレートなどの酸または塩基含
有モノマー；あるいはその組合せ。加えて、架橋およびグラフトモノマー、例えば、１，
４－ブチレングリコールメタクリレート、トリメチロールプロパントリアクリレート、ア
リルメタクリレート、ジアリルフタレート、ジビニルベンゼン、またはその組合せを用い
ることができる。本発明において用いる場合、「（メタ）アクリレート」または「（メタ
）アクリル」なる用語により、「（メタ）アクリレート」に関してはアクリレートまたは
メタクリレート、「（メタ）アクリル」に関してはアクリルまたはメタクリルのいずれか
を意味する。
【００１４】
本発明において用いられるポリマーは、公知技術、例えば、溶液重合、乳化重合または懸
濁重合を用いて製造することができる。別法として、水中に溶解または分散させた多相ポ
リマーも用いることができる。「多相」ポリマーなる用語により、少なくとも１つの内相
または「コア」相と少なくとも１つの外相または「シェル」相を有するポリマー粒子を意
味する。ポリマーの相は非相溶性である。「非相溶性」なる用語により、内相および外相
が当業者に公知の技術を用いて区別可能であることを意味する。かかる技術とは、例えば
、走査電子顕微鏡および相における違いを強調するために染色技術を使用することである
。ポリマーの相の形状は、例えばコア／シェル；シェル相が不完全にコアを包囲するコア
／シェル粒子；複数のコアを有するコア／シェル；あるいは相互侵入網目粒子または複数
の硬質および軟質相を含む相であってもよい。第一相は、－２０℃～＋９５℃の範囲のＴ
ｇ、好ましくは－１～＋９５℃の範囲のＴｇを有する「軟質」ポリマーを含む。かかる内
相ポリマーは１またはそれ以上の以下のモノマーの重合された残基を含むことができる：
（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリレートエステル、例えばメチル（メタ）アクリレー
ト、エチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ブチル（メタ
）アクリレートまたはｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）ア
クリレート、デシル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ボルニル（メタ）アクリレート、ヒ
ドロキシエチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート；（メ
タ）アクリレートエステル、例えば、エステル基がポリアルキレンオキシドまたはＣ１－
Ｃ３０アルコキシポリアルキレンオキシドであるもの；Ｃ１－Ｃ３０アルキル置換アクリ
ルアミド；ビニルスルホネート、アクリルアミドプロパンスルホネート；ジメチルアミノ
プロピル（メタ）アクリルアミド、アルキルビニルエーテル、塩化ビニル、塩化ビニリデ
ン、Ｎ－ビニルピロリドン、アリル含有モノマー；芳香族ビニル化合物、例えばスチレン
、置換スチレン；ブタジエン、アクリロニトリル；アセトアセトキシ官能基を含むモノマ
ー、例えばアセトアセトキシエチルメタクリレート；飽和カルボン酸のビニルエステル、
例えば酢酸エステル；プロピオン酸エステル、ネオデカン酸エステル；酸または塩基含有
モノマー、例えば、（メタ）アクリル酸、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、Ｎ，Ｎ－
ジメチルアミノエチルメタクリレート。加えて、架橋およびグラフトモノマー、例えば、
１，４－ブチレングリコールメタクリレート、トリエチロールプロパントリアクリレート
、アリルメタクリレート、ジアリルフタレート、ジビニルベンゼン、またはその組合せを
用いることができる。
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【００１５】
多相ポリマーの外相（内相を封入しているならば、「シェル」）と見なすこともある）は
下記のいずれかを含む：
ｉ）比較的高い、例えば＋４０から１６０℃のＴｇを有し、比較的硬質の外相を構成する
ポリマー。外相は、１またはそれ以下のモノマーの重合された残基を含む：（メタ）アク
リル酸、（メタ）アクリレートエステル、例えば、メチル（メタ）アクリレート、エチル
（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ブチル（メタ）アクリレ
ートまたはｔ－ブチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート
、デシル（メタ）アクリレート、ｉｓｏ－ボルニル（メタ）アクリレート、ヒドロキシエ
チル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート；（メタ）アクリ
レートエステル、例えば、エステル基がポリアルキレンオキシドまたはＣ１－Ｃ３０アル
コキシポリアルキレンオキシドであるもの；Ｃ１－Ｃ３０アルキル置換アクリルアミド；
ビニルスルホネート，アクリルアミドプロパンスルホネート；ジメチルアミノプロピル（
メタ）アクリルアミド、アルキルビニルエーテル、塩化ビニル、塩化ビニリデン、Ｎ－ビ
ニルピロリドン、アリル含有モノマー、スルホネート；芳香族ビニル化合物、例えば、ス
チレン、置換スチレン；ブタジエン；アクリロニトリル；アセトアセトキシ官能基を含有
するモノマー、例えば、アセトアセトキシエチルメタクリレート；飽和カルボン酸、例え
ば、酢酸、プロピオン酸、ネオデカン酸のビニルエステル；酸または塩基含有モノマー、
例えば、（メタ）アクリル酸、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、Ｎ，Ｎ－ジメチルア
ミノエチルメタクリレート；あるいは
ｉｉ）高い酸含量を有するポリマー、例えば、１０～６０重量％の（メタ）アクリル酸等
のポリマー、好ましくは１０～５０％のメタクリル酸を有し、－３０℃～＞１００℃のＴ
ｇを有するポリマー。これは比較的軟質の外相を提供する場合もあり、厳密には「シェル
」と考えられない。このタイプの好適な外相ポリマーは、ＥＰ０５７６１２８Ａ；および
米国特許第４９１６１７１号に記載されている。
ｉｉｉ）ポリビニルアルコール。このアルコールは、外相として用いられる場合には、－
２０～＋９５℃のＴｇを有するさまざまなコポリマー、例えば、ビニルアセテートホモポ
リマー；ビニルアセテート／エチレンコポリマー；ビニルアセテート／エチレン／アクリ
ル酸またはエステルコポリマー；ビニルアセテート／アクリル酸またはエステルコポリマ
ー、例えば米国特許第４９２１８９８号および第３８２７９９６号に記載されているもの
（これに限定されない）を安定化させることが見いだされている。
【００１６】
エマルジョンポリマーは２０から１０００ナノメートル、好ましくは７０から３００ナノ
メートルの平均粒子直径を有する。本発明における粒子サイズは、Ｂｒｏｏｋｈａｖｅｎ
　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｈｏｌｔｓｖｉｌｌｅ　ＮＹ）に
より製造されたＢｒｏｏｋｈａｖｅｎ　ＭｏｄｅｌＢＩ－９０粒子サイズ測定器を用いて
測定されたものであり、「有効直径」として報告する。米国特許第５３４０８５８号；第
５３５０７８７号；第５３５２７２０号；第４５３９３６１号；および第４４５６７２６
号に記載されているような２またはそれ以上の異なる粒子サイズまたは非常に広範囲の分
布がある多峰形粒子サイズエマルジョンポリマーも包含される。
【００１７】
「逐次乳化重合された」または「逐次乳化製造された」ポリマーなる用語は、あらかじめ
形成されたエマルジョンポリマーの分散されたポリマー粒子の存在下で、乳化重合プロセ
スにより水性メディア中で調製され、あらかじめ形成されたエマルジョンポリマーの分散
された粒子を含むメディア中に１回またはそれ以上連続して導入されたモノマーの乳化重
合生成物がその上に堆積することにより、あらかじめ形成されたエマルジョンポリマーの
サイズが増大されたポリマーを意味する。
【００１８】
多段エマルジョンポリマーの逐次乳化重合において、「シード」ポリマーなる用語は、は
じめに形成された分散液、すなわち、乳化重合の１つの段階の産物であるか、あるいは逐
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次重合の最終段階を除く、その後の任意の段階で得られるポリマー分散液である水性エマ
ルジョンポリマー分散液を意味する。
【００１９】
エマルジョンポリマーのガラス転移温度は、典型的には－６０℃～１００℃、好ましくは
、－２０℃から５０℃であり、所望のポリマーＴｇ範囲を達成するように選択されるモノ
マーの量は当業界でよく知られている。本発明において用いられるＴｇは、Ｆｏｘ式（T.
G. Fox, Bull. Am. Physics Soc., Volume 1, Issue No. 3, page 123 (1956))、すなわ
ち、モノマーＭ１およびＭ２のコポリマーのＴｇを計算するための式：
１／Ｔｇ（計算値）＝ｗ（Ｍ１）／Ｔｇ（１）＋ｗ（Ｍ２）／Ｔｇ（Ｍ２）
（式中、
Ｔｇ（計算値）はコポリマーに関して計算されたガラス転移温度である
ｗ（Ｍ１）はコポリマー中のモノマーＭ１の重量分率である
ｗ（Ｍ２）はコポリマー中のモノマーＭ２の重量分率である
Ｔｇ（Ｍ１）はＭ１のホモポリマーのガラス転移温度である
Ｔｇ（Ｍ２）はＭ２のホモポリマーのガラス転移温度である
すべての温度は°Ｋである）
により計算されるものである。
【００２０】
ホモポリマーのガラス転移温度は、例えば、［Ｐｏｌｙｍｅｒ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ」(J. 
Brandrup and E. H. Immergut編,、Interscience Publishers)に見られる。
【００２１】
「活性成分」なる用語により、具体的な用途またはプロセスにおいてこのような活性成分
を含有するペレットの有用性および機能を促進する任意の物質を意味する。活性成分は、
例えば、医薬、農薬、水処理剤、水軟化剤、織物軟化剤、洗濯用洗剤、硬質表面クリーナ
ー、表面ポリッシング剤、ポリッシュストリッピング物質、殺生物剤、ストーンウォッシ
ング剤または排水管クリーナーとして活性を有する物質を包含する。
【００２２】
ペレット助剤は、単独または同時造粒された形態において、錠剤製造条件下でペレット組
成物内で活性成分粒子間に接着性結合を形成し、これは製造の時点から、保存中、消費者
により使用されるまで、ペレットの一体性の維持を助ける。
【００２３】
本発明の一態様は、多機能ペレット助剤に加えて、洗濯用または食器洗い用洗剤および／
または硬質表面クリーナーとしての活性を有する活性成分（まとめて洗剤活性化合物とを
称する）を含むペレットである。添加剤の合計量は、ペレットの０．１重量％から２５重
量％、好ましくは０．５重量％から１５重量％であり、最も好ましくはペレットの０．５
重量％から５重量％である。かかるペレットは、典型的には、バインダー（好適には５重
量％から８０重量％；好ましくは２０重量％から８０重量％の量）；漂白剤；加工添加剤
；アジュバント；酵素；スケール抑制剤；乳化剤；界面活性剤；石鹸；分散剤；ゼオライ
ト；脱脂剤；消泡剤；リン酸塩；ホスホン酸塩；蛍光増白剤；フィラー；エキステンダー
；汚染除去剤；解凝集剤；凝固防止剤；抗ドリフト剤；例えば水膨潤性ポリマーを含む崩
壊剤；水吸収性ポリマー；水エントレイン剤（ｗａｔｅｒ　ｅｎｔｒａｉｎｉｎｇ　ａｇ
ｅｎｔ）、例えばセルロース；可塑剤または造膜助剤、例えば、アルキレングリコールア
ルキルエーテル、芳香族グリコールエーテル、アルキルポリグルコシド、ポリシロキサン
、アルコールおよびアルキルエステルアセテート；希釈剤および担体を含む１またはそれ
以上の他の成分も含む。前記成分のいくつかはペレットの洗剤以外の態様においても使用
することができる。
【００２４】
ペレット助剤は本発明のペレット本体内に任意の好適な方法により組み入れられる。好ま
しい方法は、１またはそれ以上のペレット助剤を含むペレット成分の乾燥混合物を混合し
、次に混合物をペレット化機械中で圧縮してペレットを形成することからなる。
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【００２５】
本発明のバインダーを含まない商業的ペレットに対する典型的な圧縮負荷は５０００ポン
ドまでである。本発明の添加剤では、同じペレット配合物をさらに低い圧縮負荷で形成す
ることが可能になる。実際の必要な圧縮負荷は粒子のサイズ、およびペレットを構成する
成分の組成に応じて変わる。
【００２６】
米国特許第５３６０５６７号の開示から、ポリマーバインダー、すなわち、ポリエチレン
グリコールでコートされた錠剤は、錠剤が水中に浸漬された際に、錠剤の構造を破壊する
ことにより崩壊剤としても作用できることが知られている。先行技術の記載により、バイ
ンダー／崩壊剤が洗剤マトリックス粒子と単に混合されるよりも、粒子をコートまたは封
入するのが非常に有利であることが示唆される。本発明者らは、意外にも、ペレットを構
成する活性成分およびフィラーに匹敵する粒子サイズを有する粒状ポリマーペレット助剤
を意図的に調製することにより、単純でより有効な方法が得られ、非常に有用な組成物が
得られることを見いだした。
【００２７】
造粒は、粒子状組成物のサイズを増大させるプロセスであり、これにより小さな粒子を集
めて、より大きな永久粒状凝集物にし、易流動性粒子にするプロセスである。ペレット助
剤の造粒は、本発明にしたがって有用に用いられ、（ａ）ペレット助剤を易流動性にする
；（ｂ）ペレット助剤を濃密化する；（ｃ）ペレット助剤の粉塵の問題を低減する；さら
に重要なことには（ｄ）多機能ペレット助剤の製造プロセスを可能にするという利点をも
たらす。
【００２８】
本発明の第二の態様において、０～４０重量％の１またはそれ以上の無機固体と１０重量
％～４０重量％の１またはそれ以上の有機固体をあらかじめ混合する段階、あらかじめ混
合された固体上に、２０重量％～８０重量％の１またはそれ以上の－２０℃～＋９５℃の
範囲のＴｇを有する溶液、懸濁液またはエマルジョンポリマーをスプレーして、１００μ
ｍ～３０００μｍの範囲の粒子サイズを達成する段階を含む多機能ペレット助剤組成物の
調製法が提供される。
【００２９】
プロセスの一態様において、無機固体はゼオライトまたは同等の物質であり、ポリマー物
質はＥＨＡ／ＭＡＡのコポリマー、または同等の溶液、懸濁液またはエマルジョンポリマ
ーでり、有機固体はサッカライド、例えばデキストロースであるのが好ましい。各成分そ
れぞれの相対量は、重量百分率で表すと、好ましくは２０％～３０％；２０％～５０％；
３０％～５０％であり、より好ましくは２０：４０：４０である。ペレット助剤を構成す
る成分の粒状混合物の好ましい粒子サイズは、１００μｍ～３０００μｍの範囲である。
さらに高い結合効率をもたらすより好ましい粒子サイズの範囲は、２００μｍ～８００μ
ｍである。最も好ましいペレット助剤粒子の粒子サイズは２００μｍ～６００μｍの範囲
である。
【００３０】
本発明の第三の態様において、０～４０重量％の１またはそれ以上の無機固体と、２０重
量％から８０重量％の１またはそれ以上の－２０℃～＋９５℃の範囲のＴｇを有する溶液
、懸濁またはエマルジョンポリマーのスラリーを調製する段階、および１０重量％から８
０重量％の１またはそれ以上の有機固体上に該スラリーをスプレーして１００μｍ～３０
００μｍの範囲の粒子サイズを達成する段階を含む、多機能ペレット助剤組成物の調製法
が提供される。
【００３１】
プロセスのもう一つの態様において、無機固体はゼオライトまたは同等の物質であり、ポ
リマー物質はＥＨＡ／ＭＡＡのコポリマー、または同等の溶液、懸濁またはエマルジョン
ポリマーであり、有機固体はサッカライド、例えばデキストロースであるのが好ましい。
各成分それぞれの相対量は、重量百分率で表すと、好ましくは２０％～３０％；２０％～
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５０％；３０％～５０％であり、より好ましくは２０：４０：４０である。ペレット助剤
を構成する成分の粒状混合物の好ましい粒子サイズは、１００μｍ～３０００μｍの範囲
である。さらに高い結合効率をもたらすより好ましい粒子サイズの範囲は、２００μｍ～
８００μｍである。最も好ましいペレット助剤粒子の粒子サイズは２００μｍ～６００μ
ｍの範囲である。
【００３２】
本発明の第二および第三の態様に関して、製造プロセスに関連する態様において、さらに
高い結合効率を有する粒状ペット助剤は流動床造粒プロセスにおいてスケールアップされ
る。流動床に関連する基本的原則は、空気中の固体粒子の乱流または渦流懸濁液である。
空気がペレット助剤を構成する粉末成分を持ち上げ、分離する。流動床造粒プロセスは、
乾式混合、湿式造粒および乾燥を組み合わせる。造粒プロセスにおいて液体またはスラリ
ーを供給するために、粉末成分の立上り流動床の上にスプレーノズルをとりつける。ノズ
ルシステムを通して、液体またはスラリーが流動化粉末に添加され、ペレット助剤粒子の
造粒および所望の粒子サイズが達成される。ペレット助剤顆粒が１００μｍ～３０００μ
ｍの範囲の粒子サイズを有するのが好ましい。さらに高い結合効率をもたらすさらに好ま
しい粒子サイズの範囲は２００μｍ～８００μｍである。ペレット助剤顆粒の最も好まし
い粒子サイズは２００μｍ～６００μｍである。
【００３３】
別の態様において、本発明の最初の３つの態様に関連して、ペレット助剤組成物は、１ま
たはそれ以上の溶液、懸濁またはエマルジョンポリマーから調製され、無機固体または有
機固体を含まない。ポリマーペレット助剤は凍結乾燥または噴霧乾燥により調製すること
ができる。ペレットの製造において用いられる粒状ポリマーペレット助剤と比較して、ペ
レットの製造においてはさらに多くの量、１～２重量％多いポリマーペレット助剤を使用
しなければならない。
【００３４】
本発明の第四の態様において、高い機械的強度を有し、破損することなく保存および取扱
に耐えることができ、水性系と接触すると速やかに崩壊する固体ペレットの調製法であっ
て、９０重量％～９９．７５重量％の複数の成分および０．２５重量％～１０重量％の多
機能ペレット助剤を混合する段階（ここに、ペレット助剤は（ｉ）２０重量％～８０重量
％の１またはそれ以上のバインダー（ここに、少なくとも１つのバインダーは－２０℃～
＋９５℃の範囲のＴｇを有する溶液、懸濁またはエマルジョンポリマーである）；（ｉｉ
）０～４０重量％の１またはそれ以上の無機固体；および（ｉｉｉ）１０重量％～４０重
量％の１またはそれ以上の有機固体を含み、ペレット助剤の粒子サイズは１００μｍ～３
０００μの範囲である）；および成分とペレット助剤の混合物を圧縮して、ペレットを形
成する段階を含む方法が提供される。
【００３５】
このプロセスの一態様において、洗剤を製造するために複数の成分を用いるのが好ましい
。洗剤を製造する典型的な成分は、米国特許第５８８３０６１号および第５３６０５６７
号に記載され、その内容は本発明において有用に用いられる。ペレット助剤はゼオライト
または同等の物質、ＥＨＡ／ＭＡＡのコポリマーまたは同等のエマルジョンポリマー、お
よびサッカライド、例えばデキストロースを含む組成物である。各成分それぞれの相対量
は、重量百分率で表すと、好ましくは２０：４０：４０である。ペレットを構成する成分
の全重量に基づいたペレット助剤の量は、０．２５重量％～５重量％の範囲であり、より
好ましくは０．５重量％～３重量％、最も好ましくは１～３％の範囲である。ペレット助
剤粒子は、１００μｍ～３０００μｍの範囲の粒子サイズを有するのが好ましい。さらに
高い結合効率をもたらすより好ましい粒子サイズの範囲は、２００μｍ～８００μｍであ
る。最も好ましいペレット助剤粒子の粒子サイズは２００μｍ～６００μｍの範囲である
。
【００３６】
以下の実施例は、本発明および試験により得られた結果を説明するためのものである。
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ペレットの機械的強度の測定（直径破壊ストレス）
直径ストレス破壊、すなわち、ペレット破壊の時点で単位面積あたりペレットにかけられ
る力の量（キロパスカル，ｋＰａ）を、直径および厚さが既知のペレットに圧縮破壊（破
損）するまで、連続して増大する負荷をゆっくりかけることにより測定した。直径破損ス
トレス、Ｘを式；
Ｘ＝２Ｌ／ｄｈπ
（式中、Ｌ＝破損時点でかけられた負荷、ｄ＝ペレットの直径、ｈ＝ペレットの厚さ）
にしたがって計算した。
【００３８】
ペレット脆砕性の測定
ほぼ２ｃｍの高さの等間隔の３つのガラスの刻み目を有する厚いガラスシリンダー（直径
１５ｃｍ）からなる脆砕性試験装置を用いてペレット脆砕性を測定した。ペレットを装置
中に入れ、一定の速度下でタンブルさせた。ペレットが破損するのに要する秒数の単位に
おいて脆砕性を測定した。
【００３９】
水中のペレットの崩壊速度の評価
各ペレット（８ｇまたは４０ｇ）を金属ワイヤホルダー中に入れ、ビーカーの中心に保持
した。４リットルの常温（２０－２５℃）の水道水（硬度１５０ｐｐｍ）をビーカーに添
加した。水を撹拌せず（すなわち、静置）、ペレットがホルダーから完全に崩れ出るのに
要する時間を測定した。
【００４０】
本発明のペレット助剤がバインダー物質としてその中に組み入れられたペレットの調製物
乾燥バインダーとしてペレット助剤を用いた洗剤ペレットの直接打錠
さまざまな重量百分率（以下の表に記載）の乾燥ポリマーペレット助剤を洗剤粒子とよく
混合し、ステンレス製シリンダー（直径２．８ｃｍ）中に入れた。ピストンロッドをシリ
ンダー中に挿入し、アセンブリをＣａｒｖｅｒ実験用ペレットプレスの下部および上部プ
レート間に入れた。特定の荷重ストレスを常温でペレットに加え、ペレットをシリンダー
から取り出した。一連の圧縮圧を用い、直径破損ストレス、脆砕性およびペレット崩壊時
間（前記のようにして測定）を以下の表に示す。
【００４１】
実施例１－４
ペレットを調製するためにペレット助剤組成物として表Ｉに示すような凍結乾燥エマルジ
ョンポリマー１－４を用いた。
【００４２】
表Ｉ
ペレット用のポリマー助剤：凍結乾燥ポリマー添加剤（全ペレット重量に基づいて３重量
％の使用量）
【表１】
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注：
ＥＡ＝エチルアクリレート
ＢＡ＝ブチルアクリレート
ＭＭＡ＝メチルメタクリレート
ＭＡＡ＝メタクリル酸
ＥＨＡ＝２－エチルヘキシルメタクリレート
ＨＥＭＡ＝ヒドロキシエチルメタクリレート
【００４３】
表１は、直接打錠を用いて洗剤錠剤の助剤として高い結合効率を示す凍結乾燥形態のモノ
マーのさまざまな組合せから合成されたポリマーを記載する。ペレットは特定のペレット
化助剤組成物の３重量％を含有していた。特定のポリマーペレット助剤の性能は、ペレッ
ト助剤組成物を構成するポリマーの形態と直接関連すると思われる。フレークタイプの形
体を有するペレット助剤の結合効率は、「微粉末」形態を示す同じペレット助剤よりもか
なり高い。
【００４４】
表Ｉに示すエマルジョンコポリマーは広範囲におよぶ、１℃～９５℃のガラス転移温度を
示した。本発明の目的に関して有用なＴｇの範囲は－２０℃～＋９５℃の範囲である。ポ
リマーペレット助剤から調製されたすべてのペレットは、脆砕性試験から決定されるよう
に、同様の機械的強度を示した。ペレット助剤の形態的な違いは、結果として得られるペ
レットの機械的強度に対して大きな影響をおよぼすようである。
【００４５】
実施例５－７
実施例５－７は、表ＩＩに示すようなペレット助剤を調製するために用いられる粒子サイ
ズを有する噴霧乾燥されたＥＨＡ／ＭＡＡコポリマーである。
【００４６】
表ＩＩ
噴霧乾燥ポリマーペレット助剤
【表２】
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＊（全ペレット重量に基づいて３重量％の使用量）
【００４７】
表ＩＩは、噴霧乾燥ポリマーペレット助剤についての性能データを示す。表ＩＩにおける
サンプルは、同じポリマー組成を有するが、異なる物理的特性、例えば粒子サイズおよび
嵩密度を示す。サンプル５は粒子サイズが小さく（４０μｍ）、結果として得られるペレ
ットにおける脆砕性と付随する機械的強度の向上の点で、最高の結合効率を示す。サンプ
ル６および７は同じ粒子サイズ（１００μｍ）を有するが、異なる嵩密度を有する。サン
プル７は、結果として得られるペレットにおいてさらに高い結合効率と、さらに高い機械
的強度を示す。特定のペレット助剤の結合効率は嵩密度と強力に相関するようである。嵩
密度が小さいほど、結合効率は高い。顕微鏡による分析から、ペレット助剤を構成するポ
リマー粒子の大部分が「風船（ｂａｌｌｏｏｎ）」または「中空」型構造／形態を示すこ
とが分かる。錠剤圧縮条件下で、中空構造は崩れて小さな粒子になり、これによりその表
面積が増大する。このようなペレット助剤を添加する効果により、機械的強度が向上され
たより強固なペレットが得られる。所定のポリマーペレット助剤について嵩密度が減少す
るにつれ、「風船」構造の割合が増大し、したがって実施例６および７に関して表ＩＩに
示すように結合効率が増大し、結果として得られるペレットの機械的強度も増大する。
【００４８】
　例Ａ－Ｏ
　例Ａ－Ｏ（例Ａ－Ｊは参考例であり、例Ｋ－Ｏは実施例である）は表ＩＩＩおよびＩＶ
に示すように、ペレットを調製するために用いられる粒状ポリマーペレット助剤である。
例Ａ－Ｏにおいて、さまざまなポリマーエマルジョンをいくつかの無機および有機固体、
例えば、ゼオライト、ソーダ灰、合成ＳｉＯ２、デキストロースおよびデンプンを造粒す
ることによりポリマー同時造粒物を調製した。粒子をＫｉｔｃｈｅｎ　Ａｉｄ装置で調製
し、流動床装置で、５０℃で乾燥した。結果として得られた粒子の結合効率を試験し、結
果を表ＩＩＩおよびＩＶに示す。
【００４９】
表ＩＩＩ　同時造粒されたポリマーペレット助剤例
【表３】
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注：Ｚｅｏｌｅｘ７Ａ＝ゼオライト、Ｎａ　Ｃａｒｂ＝炭酸ナトリウム、Ｈｕｂｅｒｓｏ
ｒｂ　６００＝合成ＳｉＯ２

Ｐｒｅｇｅｌコーンスターチ＝プレゲル化コーンスターチ
＊（全ペレット重量に基づいて３％の使用量）
表ＩＶ　同時増粒されたポリマーペレット助剤例
【００５０】
【表４】
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＊（全ペレット重量に基づいて６％の使用量）
注：
Ｃａｍｄｅｘ＝デキストレート（９５％デキストロース、５％デンプン）
Ｓｔａｄｅｘ１２５＝デキストリン
Ｐｕｒｅ－Ｄｅｎｔ　Ｂ８１０＝コーンスターチ
【００５１】
造粒プロセスは、流動特性が向上し、粉塵挙動が減少した多機能ポリマーペレット助剤を
製造するために本発明にしたがって用いられるのが有用であり、好ましい。表ＩＩＩから
、造粒プロセスによりペレット助剤を配合するためにさまざまな無機および有機固体を用
いることができることが分かる。結果として得られる同時造粒されたペレット助剤は、ペ
レットを構成する成分に対して高い結合効率を示す。ポリマー崩壊剤およびウィッキング
剤はポリマーバインダーと組み合わされて、多機能ペレット助剤を生成することもできる
。適当な崩壊剤としては、例えば、超吸収ポリマー、例えば、架橋ポリアクリル酸および
同等の物質が挙げられる。有機固体、例えばデキストロース、セルロース誘導体および同
等の物質は良好なウィッキング剤であり、これは水をペレットの中心に物理的に連行する
ことにより水の輸送を促進することができ、同時造粒されたペレット助剤は錠剤の崩壊時
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間を加速することもできる。同時造粒されたペレット助剤およびこれらを配合するために
用いられるプロセスは、したがって表ＶおよびＶＩに示すように、同時造粒された無機お
よび有機固体の不在下での乾燥ポリマーペレット助剤と比較して実質的に生産コストを減
少させ、また多機能特性を有するペレット助剤（例えば、バインダー、崩壊剤、ウィッキ
ング剤、白化剤など）を提供する。
【００５２】
表Ｖ　同時造粒されたペレット助剤を用いたペレットについての性能データ
【表５】

【００５３】
表Ｖのデータは、本発明の同時造粒されたペレット助剤Ｋは、それぞれ脆砕性試験および
崩壊時間により測定される、結果として得られるペレットの機械的強度および崩壊速度の
両方を向上させることを示す。データは、同時造粒されたペレット助剤はバインダー（結
果として得られるペレットの機械的強度を増大させる）および崩壊剤（結果として得られ
るペレットの崩壊速度を向上させる）として機能することができることを示す。
【００５４】
表ＶＩ　同時造粒されたペレット助剤を用いた洗剤ペレットの性能データ
一般的粉末洗剤－再付着防止試験
【表６】
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＊Ａ４４５Ｎはポリアクリル酸（繊維上へのカルシウムの再付着防止のためにまざまな洗
剤処方に用いられる一般的なポリマー分散剤）である。
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【００５５】
標準的Ｔｅｒｇ－Ｏ－Ｔｏｍｅｔｅｒを用いて再付着防止試験を行った。各洗濯槽におい
て、２着のもめん４０５および２着のポリエステル／木綿を５ｍｌの油性汚れと共に１０
００ｍｌの洗浄液中に添加した。０．１５％の一般的粉末洗剤と０．５％または１．０％
のポリマーペレット助剤を洗濯槽に３５℃の洗濯水と共に添加した。洗濯水の硬度は３０
０ｐｐｍであった。洗い３サイクル、すすぎ３サイクルを用い、各洗いサイクルは１２分
であり、各すすぎサイクルは３分であった。洗濯された衣服の白色度指数（ＷＩ）を衣服
が乾燥した後に検査した。
【００５６】
表ＶＩの結果は、本発明のポリマーペレット助剤を用いると白色度指数が著しく増大する
ことを示す。データは、本発明のポリマーペレット助剤は一般的洗濯処方において分散剤
として機能することができることを示す。
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